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Corrole, a ring-contracted 18π aromatic porphyrinoid, shows characteristic photophysical 

properties. We have reported a significant blue-shift of the fluorescence spectra of SiⅣ corrole 

μ-oxo-bridged dimer 3 depending on the viscosity of the solvent. To investigate the excited-

state dynamics more in detail, we synthesized new μ-oxo-bridged dimers 1 and 2. While 10-

unsubstituted one 1 showed a fluorescence peak at 594 nm in CH2Cl2, 10-phenyl-substituted 

one 2 exhibited viscosity-dependent dual-fluorescence. 
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18π 芳香族性を示す環縮小ポルフィリノイドであるコロールは、その特徴的な光

物性に興味がもたれている。以前我々は、酸素架橋されたケイ素コロール二量体 3が、

高粘度のパラフィンオイル中において短波長側に新たな発光ピークを示すことを報

告した 1。その原因は、励起状態において二量体が Si-O-Si を軸とした回転運動を起こ

し、そのような運動が溶媒粘度の増加に伴い妨げられるためだと考えた。そこで、そ

のような励起状態における回転ダイナミクスを制御すれば二重蛍光発光を実現でき

ると考え、今回新たに置換基の大きさの異なる 10-無置換、10-フェニルケイ素コロ

ール二量体 1および 2を合成し、検証した。 

化合物 1 は塩化メチレン中において短波長側に発光ピークを示し、励起状態での

エンルギー失活が起きていないと考えられた。一方でフェニル置換体 2 は 3 と同様

に長波長側に発光ピークを示した（図１）。また 2は溶媒粘度の増加に応じて徐々に

短波長側の相対発光強度が増加した（図２）。当日はその詳細について報告する。 
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